
監査委員公表第631号

平成30年２月22日付け監査第887号の監査結果に関する報告に基づき、地方自治法（昭和

22年法律第67号）第199条第12項の規定により措置を講じた旨の通知があったので、同項の

規定により、次のとおり公表する。

平成30年12月14日

大分県監査委員 首 藤 博 文

大分県監査委員 長 野 恭 子

大分県監査委員 馬 場 林

１ 平成29年度行政監査の結果（平成30年２月22日付け監査第887号）に基づく措置

⑴ 概要 「措置済」12件 「検討中」２件

⑵ 措置の状況

公用車の管理、使用状況及び交通安全対策に係る措置の状況（平成30年10月31日現在）

項 目 監査の結果（要旨） 監査対象機関 措置の概要

１ 公用車の適

正な管理

⑴ 安全運転 （現状） 用度管財課 平成30年４月５日付け

管理者等の 大分県庁用自動車等管理規 で安全運転管理者等選任

選任及び報 程及び大分県教育庁用自動車 報告書の提出について通

告に係る問 管理規程に基づく安全運転管 知し、全公用車管理機関

題点 理者等選任報告について、報 からの提出を確認した。

ウ 安全運 告を要する機関から適正な報 また、県全体の安全運

転管理者 告がなされているかについて 転管理者等一覧表を全庁

等選任報 確認を行っていなかった。 掲示板に掲示し、変更の

告書の受 都度報告するよう周知徹

理に係る （改善事項） 底を図った。

もの 報告内容の確認と適切な指 【措置済】

導をすること。

⑵ 公用車の （現状） 用度管財課 物品及び車両管理事務

点検の実施 道路運送車両法第47条の２ 研修会（平成30年５月14

に係る問題 に基づく日常点検は、おおむ 日）において、日常点検

点 ね適正に実施されていたが、 の実施方法を具体的に示



ア 日常点 大分県庁用自動車等管理規程 したマニュアルを配布し

検に係る 及び大分県教育庁用自動車管 た。

もの 理規程に定める日常点検表に 日常点検の実施方法を

よる点検は、ほとんどの機関 具体的に示すため、大分

で実施されていなかった。 県庁用自動車等管理規程

を改正し、併せて実施時

期、記録方法を通知した。

（検討事項） 【措置済】

日常点検の実施方法を具体

的に示すことについて検討す 教育改革・企画 日常点検の実施方法を

ること。 課 具体的に示すため、大分

県教育庁用自動車管理規

程を改正し、併せて実施

時期、記録方法を通知し

た。

さらに、用度管財課と

日常点検の実施方法等に

ついて確認し、用度管財

課が実施した物品及び車

両管理事務研修会（平成

30年５月14日）で示され

たマニュアル等を教育庁

掲示板に掲示した。

【措置済】

イ 定期点 （現状） 用度管財課 本庁総務担当班総括会

検に係る 道路運送車両法第48条に基 議（平成30年４月23日）、

もの づく定期点検の平成28年度の 物品及び車両管理事務研

実施状況をみると、公用車管 修会（平成30年５月14日）

理機関106機関のうち30機関 において車検・定期点検

が一部又は全部の車両の定期 の実施の徹底を周知し

点検を実施していなかった。 た。

平成30年４月５日付け

（改善事項） で運行報告書の提出につ



適正な定期点検の実施につ いて通知し、提出された

いて指導を徹底すること。 報告書に基づいて、全車

両に係る車検・定期点検

一覧表を作成し、５月に

全庁掲示板に掲示した。

【措置済】

教育改革・企画 教育庁の各所属に車検

課 ・点検の実施の徹底を周

知した。用度管財課が集

約した全車両に係る車検

定期点検一覧表を活用す

るよう教育庁掲示板で周

知した。

【措置済】

オ 物品出 （現状） 用度管財課 公用車（集中管理車を

納員等の 物品出納員等による公用車 除く。）の外観の点検者

定期的な の定期的な外観上の損傷の有 を管理者とし、庁用自動

外観上の 無の点検及び記録は、実地監 車等使用簿等に外観上の

損傷の点 査を行った公用車管理機関55 損傷の有無を記録する点

検に係る 機関のうち１機関を除いて行 検者記入欄を追加するよ

問題点 われておらず、そのほとんど う大分県庁用自動車等管

の機関でこの点検について認 理規程を改正した。

識されていなかった。その一 【措置済】

方で、複数の機関で車両管理

担当者等による点検が実施さ 教育改革・企画 公用車（集中管理車を

れていた。 課 除く。）の外観の点検者

を管理者とし、庁用自動

（検討事項） 車等使用簿等に外観上の

物品出納員は、公用車管理 損傷の有無を記録する点

に関する事務を担う職員と同 検者記入欄を追加するよ

一職員であることが多く実質 う大分県教育庁用自動車

的な効果が望めない。また、 管理規程を改正した。



本庁の公用車管理機関の中に 【措置済】

は物品出納員の設置がない機

関もあることから、点検者を

管理者とするなど大分県庁用

自動車等管理規程及び大分県

教育庁用自動車管理規程の見

直しを検討すること。

⑷ 備品管理 （現状） 用度管財課 備品管理システムで入

システムに 実地監査を行った公用車管 力した公用車の車両情

よる車両情 理機関55機関のうち37機関で 報、運行状況を各所属が

報等の管理 車両情報及び運行状況の記録 活用するためには、エク

に係る問題 漏れが見受けられた。 セル表で出力する必要が

点 また、システムに記録した あるが、現行の備品管理

イ 車両情 車両情報等は活用されておら システムでは各所属が直

報及び運 ず、運行状況報告は別にエク 接出力することはでき

行状況の セル等のソフトで作成してお ず、用度管財課から情報

記録に係 り、重複した事務処理となっ 政策課に出力依頼し、出

るもの ていた。 力されたエクセル表を各

所属に配布することにな

（検討事項） る。このため、各所属が

備品管理システムへの運行 エクセル表を直接作成し

情報の記録の徹底を図るとと 活用した方が効率的であ

もに、備品管理システムを活 る。

用して情報収集するなど運行 よって、次期備品管理

状況報告事務の効率化を検討 システム改修時に、効率

すること。 的に情報を活用できるよ

うシステムを改修するこ

ととし、それまでの間は、

運行状況については事務

が重複することを避ける

ため、エクセル表による

作成・報告に一本化する

よう大分県庁用自動車等



管理規程の改正を行っ

た。

【措置済】

⑸ 鍵の保管 （現状） 用度管財課 集中管理専任車の鍵に

に係る問題 用度管財課が管理する集 ついては施錠可能なキー

点 中管理専任車の鍵は、各専 ボックスに保管するとと

任車の運転手に渡されたま もに、出発時、帰庁時に

まで、車庫長が保管場所を 車庫長が鍵の受渡しを行

把握していない状況であっ うこととした（平成30年

た。 ３月）。

【措置済】

（改善事項）

集中管理専任車の鍵の保管

場所を定めるとともに、車庫

長が鍵の受渡しを行うよう指

導を徹底すること。

（現状） 用度管財課 物品及び車両管理事務

一部の機関で、職員の目 研修会（平成30年５月14

が届きにくく、人の往来が 日）において、鍵の適正

多い通路付近などの場所で な管理の徹底について周

保管している事例が見受け 知した。

られた。 【措置済】

（検討事項） 教育改革・企画 物品及び車両管理事務

適正な鍵の管理方法を具体 課 研修会（平成30年5月14

的に示すことについて検討す 日）で示された「鍵の適

ること。 正な管理の徹底につい

て」を教育庁掲示板に掲

示し、周知を図った。

【措置済】

３ 公用車の更 （現状） 用度管財課 入札が不調に終わった



新及び配置に 平成28年度の調達状況をみ 場合は、その原因を分析

ついて ると、総入札台数131台のう して要求機関に情報提供

⑶ 公用車の ち44台（33.6％）が不落札と し、同じような事例の不

調達に係る なっており、小型貨物自動車 落札等が繰り返し発生す

問題点 がその多くを占めた。 ることがないよう仕様書

の見直しを中心に個別具

（検討事項） 体的な対策を提案するな

同じような事例の不落札が ど要求機関との連携強化

繰り返し発生する事象は合理 を図っていくこととし

性を欠いていることから、適 た。

切な入札が行われるよう要求 また、不落札の原因が

機関と情報を共有するなど連 平成28年11月に日産ＡＤ

携を図る体制を確立するよう バンがマイナーチェンジ

検討すること。 され価格が上昇したこと

によるものと判明したた

め財政課と情報共有し財

政単価を改定した。

【措置済】

監査の結果に関 各部局の事情によって公用 用度管財課 公用車に係る予算管理

する報告に添え 車の管理に関する事務に不均 手法の再考や、民間活力

る意見 一な取扱いが発生しないよ の活用を含めた新しい管

う、例えば、公用車の取得・ 理手法の検討は、部局を

維持管理に係る予算要求に関 横断した対応（予算・組

する事務を特定機関に集約・ 織等）が必要なことから、

一元化するなどの管理手法が 関係各課と「費用対効

行なわれることが望ましい。 果」、「働き方改革（公務

また、公用車の管理に関す 能率の向上）」等の観点

る事務の適正かつ統一的な執 から総合的に検討を行っ

行を確保するためには、既存 ていく。

の公用車の管理運営体制にこ 【検討中】

だわることなく、民間活力の

活用を含めた時代に応じた新 教育改革・企画 公用車に係る予算管理

しい手法を検討し、経済的、 課 手法の再考や、民間活力

効率的な公用車の管理運営体 の活用を含めた新しい管



制が確立されるよう期待す 理手法の検討は、部局を

る。 横断した対応が必要なこ

とから、関係各課と「費

用対効果」、「働き方改革

（公務能率の向上）」等

の観点から総合的に検討

を行っていく。

【検討中】


